
川北ゼミの最大の特 徴はスケッチだ。

教 室にはスケッチ画がずらり。「絵が

目的 ではなく、心 の中の 映 像 や思 考

過 程を表 現する練 習です」と川北 先

生は話す。建 築家にとってスケッチは

情 報を伝え、相 手 の意 向を確 認 する

大事なツール。手を動かすとひらめき

も増えるという。ある学生の絵はまる

で脳内展開図。アイデアが広がる様子

がリアルに伝わってくる。こうした自己

表 現スキルは社会でも大きな武 器に。

実際、環 境や都 市復興、建 造 物保存

など幅広い分野で活躍する建築士も多

い。社 会 に 役 立つ 専 門 家 を育 てる。

それが川北ゼミだ。

京都建築大学校 校長　
か わ    き た 　      えい

専 門 家という生き方に 注 目する編 集 部 は

建 築 家 の 卵 が 集まる京 都 建 築 大 学 校 の川 北ゼミを 訪 ね 、

4 年 生 たちに 選 択 の 理 由 や 将 来 を 聞 いた 。

京都工芸繊維大学建築工芸学

科卒業。京都美術工芸大学客員

教授、AA 建築設計

工房代表。最新著書

に『建 築家が使うス

ケッチ手法 ( 初学者

の建築講座 )』。
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成
岡
海
さ
ん（
以
下
、
成
岡
）　

親
戚
が
大
工

で
、
自
宅
や
親
戚
の
家
が
建
つ
工
程
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
マ
イ
ホ
ー
ム
や
リ
フ
ォ
ー

ム
設
計
に
関
わ
り
た
い
で
す
。

加
藤
侑
茉
さ
ん（
以
下
、
加
藤
）　

も
の
づ
く

り
を
専
門
的
に
学
び
た
い
と
入
学
。
将
来
は

駅
な
ど
多
く
の
人
と
関
わ
れ
る
公
共
建
築
を

手
が
け
た
い
で
す
。

ゼ
ミ
で
は
何
を
学
ん
で
い
ま
す
か
？

竹
藤　
ゼ
ミ
の
柱
は
①
コ
ン
ペ
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
②
ス
ケ
ッ
チ
の
練
習
、
展
覧
会
開
催
③

街
歩
き
を
し
て
、
ミ
ニ
情
報
誌
を
作
る
④
郊

外
の
建
築
見
学
―
―
の
４
つ
で
す
。

富
上　
授
業
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
建
築
に

必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
学
び
ま
す
。

濱
元　
建
築
家
の
社
会
的
役
割
や
日
本
の
１

億
2
4
0
0
万
人
を
支
え
る
建
築
の
あ
り
方

な
ど
、
根
源
的
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と
も
。

小
西　
最
初
の
30
分
は
ス
ケ
ッ
チ
時
間
。
先

生
に
教
わ
る
と
線
の
描
き
方
も
変
わ
り
ま
す
。

四
方　
手
を
動
か
し
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
は

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
力
を
つ
け
る

た
め
。
そ
の
考
え
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。

志
望
理
由
と
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？

富
上
凛
さ
ん（
以
下
、
富
上
）　

小
１
で
家
族

と
訪
れ
た
パ
リ
で
建
物
に
魅
了
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
将
来
は
ホ
テ
ル
や
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
を
手
が
け
た
い
。

濱
元
翼
さ
ん（
以
下
、
濱
元
）　

子
ど
も
の
頃
、

よ
く
テ
レ
ビ
の
工
作
番
組
を
見
な
が
ら
段
ボ

ー
ル
制
作
を
し
て
い
ま
し
た
。
皆
の
夢
が
詰

ま
っ
た
家
を
作
り
た
い
で
す
。

竹
藤
修
梧
さ
ん（
以
下
、
竹
藤
）　

わ
が
家
の

完
成
時
の
写
真
に
は「
家
を
建
て
た
」喜
び
で

満
面
の
祖
父
と
父
母
の
姿
が
。
そ
ん
な
「
笑

顔
を
作
る
」
建
築
家
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

四
方
翔
大
さ
ん（
以
下
、
四
方
）　

高
校
の
授

業
で
段
ボ
ー
ル
で
つ
く
る
仮
設
住
宅
を
開
発

し
た
坂

 
ば
ん
し
げ
る茂

氏
を
知
り
、
興
味
を
も
ち
ま
し

た
。
建
築
で
広
く
人
を
支
え
た
い
で
す
。

小
西
潤
さ
ん（
以
下
、
小
西
）　

将
来
を
模
索

し
て
い
ま
し
た
が
、
ゼ
ロ
か
ら
も
の
を
作
れ

る
建
築
家
は
正
解
で
し
た
。
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
商
業
施
設
に
関
わ
り
た
い
で
す
ね
。

安
井
映
真
さ
ん（
以
下
、
安
井
）　

両
親
の
趣

味
が
イ
ン
テ
リ
ア
。
内
装
ひ
と
つ
で
雰
囲
気

が
が
ら
り
と
変
わ
る
の
が
お
も
し
ろ
く
、
将

来
は
住
宅
設
計
の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

出
村
菜
津
美
さ
ん（
以
下
、
出
村
）　

家
の
間

取
り
の
チ
ラ
シ
を
見
る
の
が
好
き
で
し
た
。

祖
父
が
機
械
設
計
士
で
図
面
に
も
親
し
み
が

あ
り
、
住
宅
設
計
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

川
津
雄
暉
さ
ん（
以
下
、
川
津
）　

中
学
の
授

業
の
本
棚
制
作
で
楽
し
さ
を
実
感
。
祖
父
は

大
工
で
す
。
将
来
は
建
築
現
場
を
ま
と
め
る

現
場
監
督
に
な
り
た
い
で
す
。

【職種】■営業職：（システム関連　事業化提案　分煙提案　
店舗関連等）■技術職：（フィールドエンジニア／ ITエンジニ
ア（いずれも文系出身者活躍中）設計　施工等）■事務職：人
事・総務・経理・会計・法務・企画・物流等の業務

【応募資格】高卒以上、普通運転免許
【給与】大卒初任給 203,000円　短大、専門卒初任給 
180,000円

【昇給】年1回、賞与年2回
【諸手当】通勤手当、扶養手当、住宅手当、資格手当
【勤務地】京都、大阪、東京、名古屋他
【勤務時間】9:00～18:00（実働8時間）
【休日】週休2日制（土、日、祝日、土曜日は会社カレンダーに
よる、年間115日、会社指定有休5日含む）

【福利厚生】借上独身寮制度、企業独自の医療費扶助制度、
資格取得支援制度、退職金制度

【連絡先】株式会社Fujitaka
（人事総務課 鹿島・西野  ☎075-366-9954）
E-Mail:saiyo@fujitaka.com

正社員募集
「『おっちゃんとおばちゃん』の求人広告を
見ての応募です」とお伝えください。
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第２新卒以上歓迎

文理不問

専門学校
卒業生歓迎

本社：京都市下京区東塩小路町606 
三旺京都駅前ビル７階
TEL：075-371-9900（大代表）
https://www.fujitaka.com
従業員数：254名（2023年4月末日時点）
創業：1917年
主な事業内容：省力化機器製造・販売・設置・
修理、コインランドリー事業提案、機器販売、分
煙機器販売、福祉機器、販売・メンテナンス、商
業施設設計・施工、その他

株式会社Fujitaka

成
岡　
ど
ん
な
設
計
に
し
よ
う
か
と
悩
ん
で

い
る
と
、
川
北
先
生
は
た
く
さ
ん
の
事
例
を

ご
存
じ
な
の
で
視
野
が
広
が
り
ま
す
。

安
井　
先
生
に「
こ
ん
な
感
じ
の
建
物
を
作
り

た
い
」
と
話
す
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
い

た
だ
け
る
。
ふ
わ
り
と
し
た
思
い
を
視
覚
・

言
語
化
す
る
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

川
津　
人
脈
も
豊
富
。
コ
ン
ペ
審
査
員
の
好

み
ま
で
熟
知
し
、
方
向
性
を
示
し
て
下
さ
る
。

相
手
の
好
み
や
考
え
を
形
に
す
る
の
が
建
築

士
の
仕
事
。
そ
の
真
髄
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

出
村　
先
生
の
お
も
し
ろ
さ
を
追
求
す
る
姿

勢
が
好
き
で
す
。
仕
事
は
１
０
０
％
楽
し
い

と
は
限
ら
な
い
が
、
自
分
の
感
性
で
お
も
し

ろ
く
で
き
る
と
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

加
藤　
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
を
カ
ヌ
ー
で
下
る
な

ど
、
趣
味
の
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
い
で
す
ね
。

濱
元　
ゼ
ミ
は
週
１
回
で
す
が
、
皆
、
毎
日

教
室
に
集
ま
り
、
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

竹
藤　
「
作
り
た
い
」
思
い
が
ハ
ン
パ
な
い
。

川
津　
先
生
の
課
題
も
ハ
ン
パ
な
い（
笑
）。

小
西　
日
本
の
建
築
を
担
う
！　

川
北
ゼ
ミ

生
は
そ
ん
な
熱
い
思
い
を
学
び
、
課
題
と
真

摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

株式会社Fujitakaは
建築家の卵を応援しています！
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